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 文部科学省の調査（１）によると、2011年までの 20年間で、全国でおよそ 4,500の小学校
が廃校になった。廃校が増えているのは、子供の数が減っている為である。平成２５年度











（１）読売 KODOMO新聞（2014年 10月 9日第 188号）２ページ発表 









    





































































（４）エリック・リース（Eric Ries）により 2011 年にはじめて提唱された。なおリーンスタートアップの「リ
ーン」（lean）には「余分な肉がなく細い」といった意味がある。 















































































































(出所) 構築-計測-学習ループ Eric Ries(2012) より 筆者作成 
 































（８）三浦 豊史(2014) 「成功の確率を高める新規事業開発手法の研究」 p30-31 
（９）
Eric Ries(2012) 『Running Lean 実践リーンスタートアップ』株式会社オーム社 p61 
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成功条件（１０） ビジネスプラン 仮説の立案→検証→修正ループが何度かなされているもの 
    経営理念がしっかりしているもの 
    自社の強みと弱みが明確になっているもの 
    マイルストーンがしっかりとしていること 
    いろいろな人の意見を聞いて修正したものであること 
日本の文化：和 組織文化 現場力  
 
  勤勉と誠実  
   愛社心  
    社員の間の思いやりとおもてなし  
    社員への配慮 
リーンスタートアップ 技術的 開発単位を小さくすること 
    優先順位を定めること 
    必要な機能ではなければ開発しない 
  サイクル 速度 
    学習 
    集中 
（出所） 筆者作成 
  





































































（１２）みんなのウェディングウェブサイト http://wwwmwedcojp 参照 
（１３）長谷川博和「起業家に学ぶ新規事業の立ち上げ方」花嫁のネガティブな口コミをテコに事業モデルを創造 み









































































（１４）メドピアウェブサイト https://medpeercojp 参照 
  日経 BP社 http://corporatenikkeibpcojp/info/newsrelease/newsrelease20131016shtml 参照 
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 2012年 9月期に黒字化で、2013年 9月期、2014年 9月期と利益続伸が予定される。ビ
ジネスモデル的に会員数に比例して売り上げが伸びていく体質なので、将来性に期待でき
ると言える。（図表４−７） 




（１５）長谷川博和 “医者限定のミクシィ”を目指して事業化、 社長業の傍らで診察も続ける メドピアインタビ













































































  →・塾に通っている子 
    ・裕福な家庭でないと十分な情報が得られない 
● いろんなものを駆使しないと集められない  
 →・やる気、調査能力、判断力の高い親でないと探せない 
    ・子どもたちも検索能力があるのに探せない 
● 偏差値以外で選べる環境が整っていない  
 →・テスト、成績がすべてになってしまう 














商号 会社名：デビューコミュニケーションズ株式会社（Deview Communications, Inc） 
所在地 〒140-0002 東京都品川区東品川 2-2-28 2F 
設立年月日 2014年 08 月 01 日 
役員 代表取締役社長 兼 CEO 李 恵玉 
事業内容 学生・学校・教育支援事業 








SNSを活用できると考えている。   
 
[保護者・学生向けサービス ビジネスモデル]（図表５−５） 
  ・学生にぴったりの学校情報を提供して学校からスカウトされる。 
  ・登録した成績や部活情報・趣味・進路相談から 10校（当社予定）をおすすめ。 
  ・希望校の入試担当の先生と直接、進路相談が可能、学校のイベント情報収集。 
  ・留学先の学校情報。 












































































  ・学校と合う学生をみつけることができる。 
  ・学生の学校イベント参加率、応募率、進学率などが リアルで管理・確認できる。 
  ・世界から学生を受付可能になる。 
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ホスティング(韓国 Cafe24):年間 120,000円 
人件費（３人）：@300,000*3*12= 































  →・学校の検索 
  ・学校の情報公開  
・学生、学校をデータベース化 
● 情報や希望からマッチング  
 →・学生の情報にあった学校の提案 
  ・学生の情報の統計データなどを学校へ提供 
● 手続きや管理も一括  
 →・受験受付 
  ・担当者と進路相談 
  ・スカウト 










































































































スポーツ関連 81.08%  83.33%  92.86%  
音楽関連 24.32%  55.56%  28.57%  
美術関連 8.11%  16.67% 28.57%  
科学関連 0.00%  38.89%  35.71%  
コンピューター関連 2.70%  16.67%  42.86%  
芸能関連 0.00%  11.11%  64.29%  
趣味関連 5.41%  16.67%  64.29%  
その他 16.22%  0.00%  14.29%  
子供の部活活動を観覧及び応援した事がありますか？ 
積極的に参加している。 27.03%  50.00%  14.29%  
たまに参加している。 48.65%  38.89%  57.14%  
全然参加してない。 8.11%  0.00%  42.86%  
保護者が参加する部活活動ではない。 10.81%  11.11%  7.14%  
その他 5.41%  0.00%  0.00%  
子供の部活活動の情報をどうやって共有していますか？ 
学校のホームページ 8.33%  38.89%  7.14%  
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ブログ及び掲示板 13.89%  16.67%  7.14%  
SNS（LINE, Facebook, Google etc） 13.89%  27.78%  42.86%  
共有しない。 44.44%  11.11%  35.71%  
その他 19.44%  5.56%  28.57%  
大学の関係者及び企業の人事担当者に部活活動の情報が共有できれば、子供に役に立つと思いますか？ 
はい 59.46%  77.78%  85.71%  
































































































































































































広告価値＝見てくれる人の数（視聴者数） × 見て買ってくれる人の比率（購買誘発率） 
 
マスメディア時代→購買誘発率が低くてもよいので、視聴者数を増やす 
         電波メディアは、不特定多数に情報伝達するのが得意 
 
ターゲットマーケティング時代→視聴者数が少なくてもよいので、購買誘発率をあげる 







































（出所）磯崎 哲也(2013) 『起業のファイナンス』より 筆者作成 
 













（２３）磯崎 哲也(2013) 『起業のファイナンス』 p154 
（２４）樋原 伸彦(2000) 「ベンチャー企業における種類株式の活用と法則」 p14 
















































 2014年 7月 9日、ベネッセホールディングス、ベネッセコーポレーションは同社の顧客
情報が漏えいしたと発表（２７）を行い、個人情報に対する一般の関心が高まった。個人情報
保護は企業にとって大きな課題となった。ベネッセは同社の顧客情報が漏えい、さらに漏



















（２７）日本経済新聞(2014/7/27) ベネッセ事件から本当に学ぶべきこと  






































































組織文化 現場力  遅い→核メンバ
ーを揃える 
核メンバーを揃える 
    勤勉と誠実  楽しく 時間厳粛・約束 
    愛社心  楽しく 身の回り整理 










































    学習 顧客ニーズ 検証→ブログ、プロモーシ
ョン工夫必要 
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